
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋にプレーパークを立ち上げて 
 

竹村万知子さん 

（特定非営利活動法人 てんぱくプレーパークの会 

元代表） 
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 ＜プロフィール＞ 

竹村万知子さん 

1947 年東京生まれ。早稲田大学卒業後、

東京都職員として保健所、福祉事務所に

勤務。結婚して名古屋で子育ての中、チ

ューリップ幼児教室、天白公園を考える

会、天白おやこ劇場と出会い、こどもが

育つことの面白さに目覚める。1997 年、

夫と死別し、子どもたちの手が離れたの

と、期を同じくして天白公園の工事が進

み始めたため、思い切って、1 年でもいい

からプレーパークをやってみようと、名

古屋市の公園関係の方に相談した。場所

について理解を得られたので、人件費の

めどはつかないまま、当時羽根木プレー

パークで 1 年間ボランティアをしていた

青年に来てもらえることになり、1998 年

に、てんぱくプレーパーク開園にこぎつ

けた。2012 年まで、てんぱくプレーパー

クの会の代表を務める。 

 

＜参考＞てんぱくプレーパーク HP 

https://tenpaku-playpark.net/ 

 

インタビュー日時：2024 年 11 月 27 日 

聞き手：松村智史（人間文化研究科/都市    

政策研究センター） 

松村 では、竹村さん、どうぞよろしく

お願いします。 

 

竹村 よろしくお願いします。 

 

松村 まず、最初の質問というか、プロ

フィール的なところをお伺いしたくてで

すね。差し支えない、言える範囲で結構

ですので、竹村さんの生まれですとか、

出身ですとか、もしくはプレーパークに

出会うまでの歩み的なもので。お願いし

ます。 

 

竹村 分かりました。私、生まれは東京

で、世田谷区の羽根木という所で。羽根

木プレーパークが今ある所は、私が子ど

もの頃は根津山といって、根津さんとい

う人の持ち山でした。私はあんまり外遊

びする子じゃなかったけど、でも、学校

の宿題だとかなんかで虫を捕らなきゃい

けないとかっていうと、そこに行ったり

しました。大学出てからは、また世田谷

で、福祉事務所と保健所と。保健所のほ

うが先で、4 年間で、福祉事務所は本当に

半年ぐらいなんですけれども、保健とか

福祉とかには関心がありました。 

 それで、結婚することになって、突

然。夫がそれまでは東京のほうで仕事し

てたのが、日福大に移ったので、それで

私も付いて、天白のほうに住むことにな

りました。その頃は割合、天白も、ちょ

うど子どもが増えていくときで、家が

次々と建って子どもが増えてくという。

今ちょうど、その逆になってきてるんで

すけれども。それで、いろいろな活動を

してる方が多くて。私自身は天白生涯学

習センターの講座とかで、子育てや公園
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づくりなんかの講座を、奥田睦子さんた

ちが、企画してみえたのに参加しまし

た。当時の社会教育主事も優秀で、いつ

見てもロビーで住民の方と打ち合わせを

していました。それと、住宅の中で未就

園の子どもたちを一緒に遊ばせたいと。

結局、狭い団地の部屋の中で子どもと一

対一でいると、みんな煮詰まるというと

ころから、ぜひ欲しいっていう声があっ

て。砂場なんかでも、みんな遊んだりは

してたんですけれども、やっぱり天気の

悪い日もあるしっていうことで、集会室

を借りて始めたら、そのまた先生に来て

いただいた方が、すごいすてきな人とい

うか。 

 

松村 その先生というのは、保育士さん

とかってことですか。 

 

竹村 はい。元は幼稚園の先生だったん

だか、保育園の先生だったかで、経験の

たっぷりある人で、金城の幼児教育を出

られて。だから、非常に自然の中で遊ぶ

こととか子どものやりたいと思うことを

大事にするっていうところでは、もう本

当に目からうろこっていう感じで。多

分、こども NPO さんの人たちも同じ先生

で、向こうはさらに、幼稚園なんか行か

ないでこのまま続けたいって、3 歳児、4

歳児、5 歳児と続けたから、もっと学んだ

と思うんですけど。私たちはみんな、そ

れぞれ幼稚園に行ったり保育園に行った

りして。でも、2 年間とか、子ども 2 人い

ると 4 年間ぐらい、4 年間か 5 年間か、ず

っと子どもが育つところを目の前で見せ

てもらって、すごいカルチャーショック

と言うべきか、すごいことだなって思っ

たもんですから。 

 

 
 

松村 それは今お話伺ってた将来のプレ

ーパークの、自由な子どものやりたいこ

とを尊重することとも、ちょっと先の質

問になっちゃうかもですけど、関係して

そうな。 

 

竹村 つながってきます。要するに、子

どもが育つ力っていうか、子どもがやり

たいと思うことを第一にするっていう

か。それと、自然の中でたっぷり遊ぶっ

て。本当は 9 時から 12 時までの保育時間

だったんだけれども、子どもたちがどこ

どこに行こうとか言うと、そのまま一緒

に行っちゃって。それこそ真冬の、1 月の

25 日かなんかの小雪がちらつくような日

に、「東山動物園に行きたい」って子ど

もが言ったっていうんで、一緒に付いて

って、みんな。すごいもんだなと思って

ね。 

 でも、そのとき見てたら、やっぱり 3

歳、4 歳の子、3 歳児だからもうその頃 4

歳になってるんですけど、その辺の子た

ちは半袖で全然平気だし。逆に 1 歳ぐら

いの、うちの子はちょうど下の子が２歳
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前ぐらいで、一緒に連れて歩いてたん

だ。母子のグループをつくって。それこ

そ、寒いと、もう、わあわあ泣いてて

ね。地下鉄の階段、最後、帰るとき、下

りて、風が来なくなったら、ぱっと泣き

やんでね。すごいなと思って。これだけ

子どもって、1歳、2歳って、みんな同じ

ように思って、2、3歳の違いなんてそん

なに思ってなかったけど、生活の仕方に

よってこれだけ違うんだなと思ってね。 

 

松村 竹村さん自身も今お話しくださっ

た先生たちの取り組みとかに共感すると

ころがあって、そういうところを探して

いたら、たまたまそういう先生に出会っ

たって感じですか。 

 

竹村 多分、私が選んだわけじゃないん

だけど、もうちょっと上の世代の人で選

んでくれた人がいて。いい先生がいるっ

ていうんで呼んでくれたんだと思います

けれども。本当に、大人だったら「順

番、順番」って言って止めるようなとこ

ろを。それこそ、集会室の折り畳みのテ

ーブルかなんかを立てて滑り台にしたよ

うな所に、子どもたちが、わっと寄って

きて、並んでる子もいれば横入りする子

もいるんだけれども。親が慌てて止めよ

うとしたら、「並んでる子、何にも言っ

てないよ」って言われて。「だから、親

がそんなに先回りするんじゃない」って

言われてね。 

 

松村 本当にそこでは子どもが主役とい

うか、子どもがやりたいことだとか、子

どもの自由な気持ちとかを尊重しようっ

ていう、そういう保育方針があるんです

か。 

 

竹村 そうです。それはもう徹底してま

した。その代わり、割と、やるべきこと

はきちんとね。毎日やってると、子ども

たちは大きい子を見て、自然にまねして

っていう感じで。つるしている洗濯挟み

に、ハンカチやタオルを掛けるとか、お

弁当を出したりとかっていうのを、いち

いち言われなくても割と流れに沿って、

どんどん子どもたち、できていくように

なるんで、すごいもんだなと思ってね。

大人がいると何でも口で言って聞かせよ

うと思うから、すごいうっとうしくなる

んだけれども、子どもたちはちゃんと、

ちょっと大きい子がいると、すごく何で

もまねしてね。だから、最初 3歳の子を

入れてたお母さんたちが、下の子を置い

てくわけにもいかないから付いて送って

くると、そういうのをどんどん子どもが

まねしてるのを見て、「こういうのいい

ね」って言って。「親も付いてくから一

緒に連れてってください」って言って、

ついていったんですけれどね。「どこま

でついてくるかは、自分たちで判断して

ね」って言われましたが。 

 

松村 それは竹村さんのお子さんが保育

園の年齢に。 

 

竹村 上がる前ですね。だから、3歳のと

きまでですね。3歳じゃなくて、4歳にな

るまでですね。4月に 4歳になったところ

まで行ってたんですが、その後はうちは

保育園に入って。めばえ保育園って、こ

れもいい保育園だったんですけれども。
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でも、その時期は私も子どもがだんだん

手が離れたなっていう感じで、それから

先のことをいろいろ考えて。 

 その頃に奥田さんやなんかと、生涯学

習センターの講座やなんかで知り合っ

て。奥田さんの住んでみえた場所が公園

になるというので、奥田さんが、公園に

なるんだったら、せっかくのいい環境を

子どもたちの遊び場として残したいとい

うことで。その運動が『おーい天白公

園』なんです。その冊子なんですけれど

も。 

 

松村 こちらが最初のところなんですか

ね。 

 

 

 

竹村 そうですね。まだ、要するに、公

園になってない。ただ、ちょうど 1982 年

に名古屋市が公園の計画を最初に出した

んですけれども、その後バブルに入った

のかな、土地の買収が進まなくて、長い

こと、10 年ぐらい、公園予定地としてそ

のまま放ってあったんです。こんな状態

だったんですけれども、どういう公園に

したいかっていうのは何回もワークショ

ップをしたり、地図を描いたり、いろい

ろなことをやって。そこで集まった人た

ちの中に、白石公二さんっていう。これ

は造形教育やなんかをしてみえて、雑木

林研究会にも入って、あと、金城幼稚園

の園庭の整備だとか、いろんなことを手

掛けた人で。子どもと自然というところ

が共通の、そういう公園にしたいねって

いうことで。その 3 人がずっと、天白公

園を考える会から、天白公園をつくる会

にしようとかいってやってきたんですけ

れども。 

 

松村 確認なんですけれども、この公園

自体は市のものですよね。 

 

竹村 そうです。 

 

松村 この場所を公園にするに当たっ

て、市民側というか、そういう人たちが

自分たちの考えを、団体としてまとめた

のですね。 

 

竹村 提言もしました。それこそ、IPA っ

ていう子どもの遊ぶ権利のための国際的

な団体 NGO やなんかの人にも、日本で集

会か総会かなんかやったときに一緒に来

てもらって、見てもらって。この公園を

どうしたらいいかという、この土地をど

んな公園にしたらいいかという。 

 

松村 竹村さんがこの市民団体っていう

んですか、団体に加入されたのは、いつ

頃ですか。 

 

松村 ちょうど 1984 年ぐらいから。 

 

竹村 ただ、この頃はまだ下の子が 2 歳

になるかならないかぐらいだったので、

夜の会議には出られないしっていう感じ
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で、出られる範囲で参加していたってい

う感じで。 

 

松村 竹村さんの、この考える会に入っ

た思いや、こういう働き掛けをしようっ

ていう動機とか経緯というのはどこにあ

るんですか。 

 

竹村 一つは、私自身はすごい子どもの

頃はインドア派で、本ばっかり読んでる

子だったんですけれども。中学、高校の

ときに少し山岳部やなんかに、それもあ

んまり体力もなくて付いていけないこと

も多かったんだけれども、そこで自然と

か考えたのと。あと、大学生のときに、

早稲田だったんですけれども、岩手県の

小繋という所で、入会権の問題で裁判闘

争なんかしてるのを法社会学の先生やな

んかが支援してて。卒業生がそっちに住

んだりしてやっていたので、夏休みに

時々、1週間、夏休みとゴールデンウイー

クかな、私も行ったのは 2、3回なんです

けれども、そういうところで。つくづく

私も体力がないのと、何も知らないの

と、自然とか何も知らないことに気が付

いたけど。でも、すごく刺激になったっ

ていうか。そういうものが、人間にとっ

てすごく大切なものなのに、都市の生活

では切り離されてしまっている。 

 

松村 市のほうにそういう提言だとかを

するということは、当初もし行政だけで

やっていたら、子どもたちのための、そ

ういう緑がある場所が、つくられていな

かったかもしれませんね。 

 

竹村 そうですね。今の原っぱになって

る辺に野球場ができて、その向こうにテ

ニスコートができてっていうふうな、ス

ポーツ公園のイメージだったんですね、

82 年に出されたのが。それを普通だとな

かなか市民までよく知らないんだけど、

奥田さんは地権者だったので、そういう

説明を聞いて、これではいけないと思っ

て。 

 

松村 野球場とか、ある種、人工的とも

いえるものではなくて、そのままの緑と

かを生かしたプレーパークとかをつくり

たかったっていうことなんですか。 

 

竹村 奥田さん自身はそこの場所で子ど

もを育ててたもんですから。 

 

松村 天白区で？ 

 

竹村 天白区どころか、今の公園の中で

す。プレーパークの一段上がった所、そ

こで育てて。それで、子どもたちが「お

母さん、来て。今、葉っぱに露がたまっ

て、すごくきれいだよ」って言って、呼

ばれたりしてね。そういう子どもたちの

感性みたいなのにすごく感動して、そう

いうのを残したいなというふうに思った

とおっしゃっていました。 

 

松村 天白区自体は、元来、天白村とい

うのがあったようですね。1955 年に名古

屋市に編入されてからは、名古屋市のベ

ッドタウンとして、急激に人口が増えて

再開発が進んだようです。その中で、緑

を守って行こうという動きですか。 
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竹村 それこそ、私たちのとこの幼児教

室がよく遊びに行ってたのは、平針。

今、ここも農業センターなんで、農業セ

ンターの所は残ってるんですけれども、

その裏手あたりに、いつも崖滑りしてた

所がありました。相生山の辺にもあっ

て、八事裏山のほうにもあってっていう

感じでね。そういう所にみんなで遊び

に、よく行ってたりしたもんで。これは

公園になった所は残るけど、その周りは

もう全部なくなるなっていうのは感じた

ので、公園の中だけでもそういう所を残

したいし、残せるなとは思ったんですよ

ね。羽根木公園もよく知ってたから。羽

根木プレーパークができて、元の、うっ

そうとした林の感じはなくなったんだけ

れども、でも、そこの木にいろんなロー

プを掛けたりなんかして遊んだりする公

園になった。 

 

松村 私はまだ 2年前に名古屋に来たば

かりで、あんまり理解できていなくて恐

縮なんですけど、羽根木パークというの

は天白プレーパークとは全く別なんです

ね。 

 

竹村 そうです。別っていうか、モデル

にしたんですけどね。この頃はまだ世田

谷の羽根木ぐらいしかプレーパークって

いうところはなくて。まあ、プレーパー

クができたのは私がこっちに来てから後

だったんで、知らなかったんですけど。

いとこやなんかが行ってるよっていう話

だったんで、資料を送ってもらったりは

したんですけれども。 

 

松村 じゃあ、世田谷に昔、お住まい

で、学生時代も早稲田で東京とかにいる

ときから、もう。 

 

竹村 羽根木のプレーパークができたの

は 1972～1973 年頃だと思うんで。 

 

松村 ただ、存在は知っていて、ここを

モデルにしたということですか。 

 

竹村 そうですね。もうこの頃から羽根

木には視察がものすごく全国から来てま

した。 

 

松村 そんな有名な場所だったんです

ね。 

 

竹村 16 ミリの映画やなんかも撮った人

がいたりしてね。知られてはいたんです

が、知ってる人には。 

 

松村 そこを一つモデルにしてやってい

こうっていうのは、奥田さんや竹村さん

たちの、グループの共通の思いとしてあ

ったわけですか。 

 

竹村 そういう感じですね。共通のイメ

ージとしては、そういう感じ。それが、

いつ来て、いつ帰ってもいいっていうこ

と、常設でということ。あと、子どもが

やってみたいことを自分の手で実現でき

るっていうことと。そういうことを大事

にしたいっていうことなんですよね。本

当に子どもの日常の遊び場として、いつ

でも誰でも、子どもだけで来られるって

いう場所。もちろんちょっと離れてる人

は子どもだけでは来れないし、乳幼児っ
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ていうか、あんまりちっちゃい子は一人

では来られないから、お母さんと一緒に

なるんだけども。テーマパークが「ハ

レ」の遊びとすれば、プレーパークは

「ケ」の遊び場なんです。 

 

松村 時代的には、この 80 年代って、ま

さに再開発だとかってことがどんどん進

む一方で、お母さんたちだとか、市民活

動とか、ちょっとそれに反対の声も全国

各地で上がっていた時代ですよね。 

 

竹村 そうですね。実際に遊んでいた所

が、開発されて、なくなったとかね。で

も、そうは言っても、他人の私有地は何

ともならないけれども、せめて公園とか

にでも造りたいねって。ただ、まだこの

時期は本当に視察にはいっぱい来るけど

も、実際、次が動かないでいたんだけれ

ども。その後、川崎だとか富士とか仙台

とか、それぞれに、種はまかれていった

っていう感じですね。 

 

松村 全国各地でプレーパーク的なもの

を造ろうとか、緑を大切にとか、子ども

が本当にしたいことをさせようという声

が強まったその当時に、各団体間でのネ

ットワークとか協働っていうのはあった

んですか。 

 

 

 

竹村 最初の頃は、IPA っていう国際組織

の日本支部の中に「冒険遊び場情報室」

というのができて、その IPA の最初の日

本支部長が、羽根木を始められた大村璋

子さんという方で。2 代目の支部長が奥田

さんだったんですけどね。でも、もう今

は「NPO 全国冒険遊び場協会」として、ず

っと続いています。 

 

松村 IPA っていうのが国際レベルでの、

プレーパークとか緑の中での子育てとか

を提言してるネットワーク。 

 

竹村 ていうか、最初は、IPA は国際プレ

ーグラウンド協会だったのかな。それ

で、プレーパークの最初は、デンマーク

のエンドラップの冒険遊び場っていう、

戦後すぐの頃、廃材遊び場で、子どもた

ちがいきいき遊ぶのを見た、イギリスの

アレン夫人が紹介し、その後子どもの権

利条約の制定もあって、「遊ぶ権利のた

めの協会」と改名しました。 

 

松村 わかりました。 

 

竹村 ヨーロッパの冒険遊びを見て、大

村夫妻が、IPA の日本支部というのを立ち

上げられたと理解しています。 

 

松村 IPA については、後でネットとかで

も調べてみますけれども。じゃあ、その

精神を体現したというか、そこに共鳴す

る形で。 
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竹村 日本で非常に発達したみたいです

けどね。日本の子どもたちや、子育ての

問題点に応えるものだったのかな。 

 

松村 日本の中でも、こういう全国各地

でプレーパークとかを推進されていらっ

しゃる方で、ネットワークづくりという

か、横のつながりだとか、意見交換をし

ているケースは。 

 

竹村 30 年ぐらい前かな、今から。多

分、全国集会を開いて、急速に広がった

んだけれども。ただ、常設っていうの

か、週 4回以上開くというのはなかなか

難しくて。行政からの何らかの支援がな

いと。羽根木では、運営は住民、土地と

人件費は行政という風にできたときから

していましたが、うちは見切り発車で突

っ走ったもので，交渉力不足で。 

 

松村 補助金とかそういうことですか。 

 

竹村 そういうことですね。プレーワー

カーの人件費です。だから、そういうシ

ステムができないと続かない所が多いの

かな。 

 

松村 すぐに NPO 法人としてスタートし

たんですか。 

 

竹村 いえ、98 年にプレーパークができ

たんですけれども、その前は天白公園を

考える会とか天白公園をつくる会という

形で、学習したり提言したり。 

 

松村 NPO ができる前ですね。 

 

竹村 そうです。NPO はこの段階ではまだ

できてなくて、98 年では。2019 年になっ

て、やっと法人格を取得したんです。 

 

松村 任意団体で、法人格はなかったっ

てことで。 

 

竹村 そうなんです。事務仕事が増える

から、とても。ちょっとやめとこうとい

うことで。1998 年はちょうど NPO が次々

できてた年なんですけどね。何しろ「と

りあえず 1年やってみよう」と始めたの

で。 

 

松村 てんぱくプレーパークさんは、任

意団体として、98 年にできて。そのとき

竹村さんはどういったお立場で。 

 

竹村 そのとき私が代表で、とにかくも

う言い出しっぺだからっていう感じで。

できるだけ現場にいようと思って。何が

起きるのか、何も起こらないのか，自分

の目で見たいと思って。 

 

松村 それで、奥田さんだとか、白石さ

んとか。あと、全国とかと連携しながら

ってことで。 

 

竹村 全国はまだ、その頃は IPA を中心

にっていう感じだった時代なんで。で

も、最初の冒険遊び場全国集会、開かれ

たのが 2000 年頃だったかもしれないです

ね。 

 

松村 このインタビューの趣旨である、

その当時の思いとか葛藤とかっていうお
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話で言うと、公園の中でそういう場所を

つくりたいっていうのが、まず、思い。 

 

竹村 それも常設でっていう。要する

に、多いのは週 1回とか、月 1回とかだ

ったら誰でも始められるんですが、それ

だと、それで始めた人の子どもが大きく

なったら、自然と関心も少しずつ移って

くし、それがうまく引き継がれることが

難しいんですよね。だけれども、とにか

く常設でプレーワーカーがいてだった

ら、何かしらっていうか、そこで人が育

っていかないとしょうがないかなという

ので、それで無理して始めたんですけれ

ど。 

 

松村 基本的なところで恐縮ですが、プ

レーワーカーって、どんなことをするん

ですか。 

 

竹村 一番のプレーワーカーの仕事は、

毎日っていっても、われわれ、せいぜい

週 4日しかできないんですけれども、月

に 20 日ぐらいがせいぜいですけども、と

にかく、その場にいつでもいる人なんで

すよね。子どもたちが来て、本当に命に

関わるような危険があるときは対応する

し、子どもがけがしたりすれば、親に連

絡したり、救急車を呼んだり、病院に連

れてったり、そういうことはするんです

けれど。それと、あと、子どもが遊びた

いなとなるような雰囲気をつくるってい

うことが仕事なんでね。 

 本当は若い子で、わあっと、まだ本人

も子どもの気分が抜けないような未熟さ

もあって、熱量もあってっていう子がい

いと最初は思ったんですけれども。それ

は確かなんで。誰か大人が常に出られる

状態でありさえすれば、それでもやって

いけるんじゃないかという、プレーワー

カーを 1人で、取りあえず 1年間やって

みようかっていうことで始めちゃったん

ですけれどもね。でも、本当はプレーワ

ーカーが 2人以上いないと、つまり、大

人が常に出てるっていうのはかなり大変

なので。 

 私は、2、3年はずっといようかなとは

思っていたんだけども、開園するときに

はね。だけど、それでも、私でも、病気

のときもあれば、気が乗らないときもあ

るかもしれないんで。あるいは、どっか

に遊びに行きたかったりするかもしれな

いんで。そういうときに出てくれるって

いうか、そういう大人は何人か確保しな

いと始められないなということで、世話

人さんという形で。それでも、本当は土

日、空けたいんだけれども、土日を全部

空けるのは、子どものいるお母さんにと

ってはちょっとつらいので。家族でどっ

か出掛けたいときだってあるし。それ

で、あんまり無理のないようにというの

で、平日 4日間の開催に、土日は月 1回

ぐらいとかいうふうな。それも結構いろ

んな状態で変わってはいったりするんで

すけど。柔軟といえば柔軟、いいかげん

といえばいいかげんな感じでやってたん

です。 

 最初の頃はプレーリーダーって言って

たんです。羽根木でもプレーリーダーだ

ったんです。でも、だんだんとみんな

が、リーダーって言うとレクリエーショ

ンリーダーみたいなイメージを思い浮か

べちゃうし、どうなのかなっていうん

で、だんだんとプレーワーカーを使う所
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が増えたんですけど。うちは別にプレー

リーダーでもいいんじゃないという感じ

で、そのままプレーリーダーって言って

たんだけど。あるときに、その時のプレ

ーリーダーの人が、他の人たちはみん

な、子どもからはニックネームでってい

うか、それも子どもが付ける場合もある

し、本人が「こう呼んで」って言う場合

もあるんだけれども。その人の場合は年

齢もちょっと上だったし、プレーリーダ

ーと呼んでほしかったのか。自分の呼ん

でほしい名前っていうのを言わないで、

勝手に名前付けられたら、それも気に入

らなかったみたいで。どうもお母さんた

ちにリーダーと呼ばせてるみたいなん

で、それはちょっとまずいかもしれない

なっていう感じになって、うちもプレー

ワーカーにしたんですけどね、そのとき

から。 

 

松村 最初の質問として、竹村さんのこ

れまでの歩みですとか、まず、これが立

ち上がるまでの思いっていう質問は取り

あえずできましたけど。一回、休憩しま

す？ どうですか。 

 

竹村 そうですね。どっちでもいいんで

すけど。 

 

松村 じゃあ、もう一問、大丈夫ですか

ね。このまま続けさせてもらいますけれ

ども。実際にスタートしたプレーパーク

ですけれども、素朴な疑問として、子ど

もたちって普段、学校があるわけじゃな

いですか。週 4日とかっていうのは、放

課後なのか。つまり、質問の趣旨として

は、プレーパークという場所がどういう

場所なのかっていうことを。私の不勉強

もあって、はっきりとしたイメージが、

まだ浮かばなくて。その意味合いとか

も、時代によって変わってきているので

あれば、それも踏まえて、ちょっとお話

しいただいてもよろしいですか。 

 

竹村 一つには、始めてみたら、プレー

パークっていうのは小学生の遊び場とい

うふうに周りから受け止められて。しか

も、まだ今みたいに公園として整備され

る前だったから、山の中に怪しい人がぽ

つんといる。小屋は建ててもらったんだ

けれども、なかなか来なくて。それで

も、小学生が 2、3人で来て、気に入った

らクラスの子をみんな連れてきたりと

か、そういうのはたまにあったりするん

ですけど。それこそ雨が降ると、3日ぐら

い誰も来ないねっていう日もあったりし

てね。3日目ぐらいで、こっちももう、

「これできょうも来なかったら、明日ま

た雨だったら休もうか」って言ってた

ら、その日になって常連の子が数人来て

ね。やっぱり子どものほうも雨が続いて

飽きちゃってたみたいで、なるほどと思

ってね。 

 

松村 その場に来たら、鬼ごっことかな

んかする感じですか。すみません、全然

イメージがなくて。 
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竹村 鬼ごっこは自然に始まったのか

な。プレーワーカーによっても、学生時

代、小学生と一緒に遊ぶサークルに入っ

てて、小学校の先生になりたいっていう

希望で、でも、試験に落ちちゃったか

ら、1 年間やるっていうんで来たんだけれ

ども、結局 3 年間やってたんだけど。そ

の人なんかは子どもも誘いやすいのか、

「鬼ご、しよう」って言ってね。それが

遊具の上を走ったり、「山おにご」とい

って山の中を走りまわってすり傷だらけ

になったり。われわれから見るとすごい

なと思うような遊び方してたけれども、

鬼ごっこもするし。 

 それから、最初のときのプレーリーダ

ーなんかは工作をしたりするのが好きだ

ったから、自分で、他の人が、子どもた

ちが何をしてようと、太鼓かなんかを作

るんだって言って。大きな丸太の太いの

が残ってたんで、切った輪切りにしたの

があったのを、これを太鼓にするって言

って、上で炭を燃して、時間が長くかか

って作ったね。もうちょっと細かい木工

みたいなのをやったりして、マイペース

で割と遊んでて。子どもたちは子どもた

ちで、それはそれで時々ちょっかいをか

けたりしながら、子どもたち同士で遊ん

だり。いろんな道具があったりするか

ら、火もたけるしっていうこともあっ

て、土も掘れるしっていうことで。 

 ただ、最初は子どもはみんな、そんな

ことやっていいかどうか分かんないから

遠慮してるけど、だんだん、みんなやっ

てると、どんどん遊びは広がってって。

だから、最初の 1 年間はかなりプレーワ

ーカーの人もつらかったと思いますけど

ね。子どもが、わあーと遊んでる状態じ

ゃないから。 

 

松村 その場には遊具とか、この写真に

あるような火をおこす何かだとか、いろ

いろあるんですか。 

 

竹村 炉は作ってあって。コンクリート

ブロックやレンガを積むだけなんですけ

どね。だんだん、そうしたら、下がどん

どん土が焼けてきちゃうから、レンガを

下にも敷こうとかね。そういうのもだん

だんとできてって。それから、ノコギリ

だとか、くぎだとかがあって。金槌とか

ね。そういうのを使って遊び始める子も

出てくるし。あと、シャベル、スコップ

もあったりするから、穴を掘ったりと

か、だんだんとは広がってきたんですけ

ど。最初の 1、2 年は、最初の 1 年目は特

に、みんな何をしたらいいんだか分から

ないというとこはあったんですけどね。 

 あと、要するに、日中、子ども、学校

に行ってるわけですけど、就園前の子ど

もは暇なわけなんで。それで、最初は

「森のひろば」にしたんだっけ、「森は

友だち」っていう名前にしたのかな。そ

れは生涯学習センターかなんかを通じ

て、最初は募集をかけたんだけれども、

その後は口コミやプレーパークの張り紙

72



 

で募集をして。要は、集まって、おやつ

を作って食べるというのがメインで、あ

とは勝手に遊んでてっていう感じで。そ

れこそ、小さい子だと何してでも遊べる

し。感想のアンケートで印象的だったの

は、“「おやつ」（昼ごはんになる）が

楽しみ”、“自然の中で食べたり遊んだ

りするのが新鮮”と並んで、「ここでは

子どもにダメって言わないなくていい」

が上位だったこと。 

 

松村 ここで、プレーワーカーはコミュ

ニティーワーカーでもある、人と人とを

つなぐっていう、この辺を教えていただ

けますか。 

 

竹村 教えていただけるっていうほどの

あれじゃないけど、やっていてすごく思

うのは、こうやって遊び場をつくってお

母さんたちが集まってると、だんだんと

コミュニティーができてくるんですよ

ね、その中で。それもあるし、近所の公

園を散歩してるおじいさんや、イヌを連

れて散歩してるおじいさんが、集まって

というほどじゃなく、1人ずつやってき

て、おしゃべりして、お茶飲んで行った

りすることもあって。小学生や中学生も

来るし、いろんな世代の人が集まれる場

所として。ここにも誰かが書いていたけ

れども、プレーパークの良さについて高

校生だったかが書いてたのが、いろんな

人に会える、非常にいろんな人がいるっ

ていうことを言っててね。結局、それを

つないでるのはプレーワーカー。いつも

いる人なんですよね。 

 

松村 プレーワーカーっていうのは、本

当に純粋に、目の前の子どもと遊んだり

するだけではなくて、プレーパークって

いう場にいらっしゃった、様々な方々を

つないでいったり、その架け橋になった

りするような、そういう役割も担ってい

るってことですか。 

 

 

竹村 そういうことです。公園っていう

のは実はいろんな人がいて。本当に困っ

ちゃう人もいるんですけどね。うちなん

かでも、小屋を 3回、荒らされて、最後

は火をつけられたんでね。でも、困って

る人やいろんな人を、退屈してる人も含

めて。中には怒鳴っていく人もいるし。 

 

松村 第一義的には、自分のイメージで

は子どもです。子どもが来るんだってい

うイメージは、それはあると思うんです

けど。 

 

竹村 それはもう中心なんですけれど

も。 

 

松村 それ以外の大人や高齢者とかもそ

の場に来るんですか。そこら辺、非常に

興味があるので。一体、そういう人たち

がどういう経緯とか目的で、その場に集

まって来るんですか。 

 

竹村 それはすごくいろいろなんです。

要するに、午前中やなんかで特に何もし

なくて暇な時間なんかに、プレーワーカ

ーいれば、散歩してるおじいさんの中に

は話してくる人もいるし。だんだんこっ

ちも名前も覚えて、イヌの名前も覚え
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て、ゲンキのおじいさんとか。イヌの名

前がゲンキで。中には、それで、ここを

もうちょっと切ってやろうとか、手入れ

してくれたりする人もいるし。掃除して

くれたり、草刈ってくれたり、落ち葉掃

いてくれたり、そういう人もいるし。中

には、確かに、子どもが投げた泥団子か

なんかの中に石が入ってて、眼鏡が傷つ

いたっていって苦情を言われたこともあ

るし。いろんなことがありますけどね。 

 

松村 プレーパークっていうのは、子ど

も、親子連れしか入っちゃいけませんよ

っていう場所ではなくて、いろんな人た

ちが、そこでいろんな人たちを呼び込ん

だりだとか、その中で交流とかが生まれ

たりする場でもあるのですか。 

 

竹村 そんなに積極的に呼び込むってい

う感じとも違うかもしれないですけど。

公園というのは、通り過ぎる人も含め、

多くの人が利用するところなので。 

 

松村 自然に。 

 

竹村 来る者、拒まずだし。 

 

松村 そこら辺は、竹村さんの最初のき

っかけとしては、自分の子どもの経験だ

とか保育士さんの経験から、緑の中で育

まれる子どもたちっていうのがまずあっ

たと思うんですけど。そういう地域の中

での交流の場とかっていうことも、徐々

に意識されるようになった感じですか。 

 

竹村 それは奥田さんなんかがむしろ非

常にいろんな勉強された方なんで、子ど

もを 1人育てるには一つ村がいるってい

うふうにおっしゃって。どっかのヨーロ

ッパのほうの格言かなんかかもしれない

ですけど。私も出典はよく覚えてないけ

ど。それはそうだなと思ってね。最初か

ら羽根木も多分、羽根木はうちより 20 年

ぐらい早く始めてるから、ずっと先に進

んでたんで。それこそ近隣とのトラブル

ももちろんあるけれども、その中で非常

に面白い出会いもあったりするみたい

で。 

 

松村 そういうとこは面白いですね。子

どもが一人ひとり育つ上で、いろんな大

人との交流とかが必要だっていうか。 

 

竹村 いろんな世代の人が。 

 

松村 さっき言ったように、多分、天白

区の辺りは、戦後の再開発で，人口が急

激に増えた地域でもあると思うんですけ

ど。 

 

竹村 そうです、天白区は来年 50 周年に

なります。 

 

松村 その中で、これは私の憶測ですけ

ど、もしかすると、かつてはあったかも

しれない地域のコミュニティーだとか、

地域の中で、一人ひとりの子どもを、い

ろんな大人が支えたりとかしていたの

が、ちょっとずつ崩壊というか、そうい

うのが衰退していく中で、こういう場が

必要となってきたっていうところもあっ

たりするんですか。 
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竹村 古い農村の絆はあったとは思うん

です。お祭りやなんかがあった時、そう

いう所には、餅まきするって言ったら地

域の人もみんな来るんだけれども。準備

するのは地元の人で大変そうですが。た

だ、本当に新しく入ってきた人たちは、

最初のうちは皆さん、お友達を求めて。

それが文庫の活動になったり、自主保育

や幼児教室みたいな形になったりしたん

だと思うんですけど。 

 

松村 竹村さん自身も結婚されてから名

古屋にってことだったので、特に天白区

は、どちらかというと若い子育て世代

が、外から入ってきてた人が多分いたと

思うので。必ずしも名古屋に地縁、血縁

とか、友だちとかがない方たちも、ここ

で出会って交流とかしてたっていうこと

ですか。 

 

竹村 そうですね。今でも新しく入って

こられる方は、よそから来た方も多いで

すからね。 

 

松村 そうすると、プレーパークが、全

国各地に数ある中でも、名古屋の天白区

って、再開発でいろんな所から入ってく

る人たちの中でこその意味合いみたいな

ものもありそうな感じですかね。 

 

竹村 でも、どこも多かれ少なかれ、そ

ういうところはあるような気がします。

横浜あたりでもそうだし、東京の世田谷

でもね。まだ、あの頃は、家が建ったり

してた時代だとは思いますけど。 

 

松村 どんどん人口が流入して、どんど

ん新しい新築とかアパートとかに人が入

っていく中での、新しい子どもたちとか

地域住民の交流の場みたいな、そういう

側面もあったっていうことですか。 

 

竹村 そうだと思います、多分。実は最

近、ブレイディみかこさんっていう人が 

が書いた小説で、『リスペクト』ってい

うのがあるんですけど。あれで、お母さ

んたちが、あの場合は家を占拠する。家

を追い出されてなんですけれども。集ま

っていろいろやっていくうちに、いろん

な人とつながっていくっていう。そこが

似たところがあって。私はあの本を読ん

で、プレーパークと近いものを感じるな

って思ったんですけどね。もちろん、要

求も違うし、展開も違うけれども、その

中で、本当におじいさんたちで、いろん

な技術を持っていて、いろんなことでき

るんだけど、生かしきれてなかったよう

な人たちが生き生きとして働くところや

なんかはすごく、いいところだなと思っ

てね。 

 

松村 プレーパークでの文脈で言うと、

地域の中で住んでて、もう引退とかした

おじいさんとかで、例えば、物が作った

りするのが得意とかの人たちが、ちょっ

と。 

 

竹村 そういう人は結構います。みん

な、空いている時に言葉を交わしたのが

きっかけで。 

 

松村 その人にとっても、自分を発揮っ

ていうかね。 
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竹村 そうですね。こま回しだとかね。

おじいさんよりも、もうちょっと若い世

代、20～30 代の人のほうが、こま回して

練習したりすると、すごくうまくなっ

て、みんなが、わあー、すごいっていう

感じになってね。 

 

松村 そうすると、本当に 80 年代、90 年

代、天白区の辺りが急速に発展していく

中での、新しい地域のつながりとか交流

の場になっていたんですね、プレーパー

クが。 

 

竹村 そうだと思います。 

 

松村 プレーパークが、子どもの居場所

になるという感じもあるんでしょうか。 

 

竹村 そうですね、やっぱり、家庭にも

学校にも居場所がない子どもたちってい

うのは、多いんですよね。その全ては来

ないとは思うんですけれども、外に出

て、近くに天白公園がある子やなんかは

遊びに来る子は結構多くて。実は最初の

頃、羽根木やなんかでは、中学生やなん

かがすごい大勢で、くぎ刺しなんかして

遊んでるのを見てね。そのときに中に一

緒に入ってた子が、プレーワーカーにな

って来てくれたの。最初、初代のね。呼

んで、来ていただいたんだけれども。そ

のときはボランティアで、V365 ってい

う、1年間ボランティアがその頃はまだあ

って。つぶれちゃったんですけどね。そ

れで来てた子が、それが終わって予定が

ないっていうから、じゃあ、来てくださ

いって言って、お願いして来ていただい

たんだけれども。 

 そのときには、一緒に遊んでる中学生

のこと、特には何とも思ってなくて、た

だ、中学生がこういうふうに遊んでると

いいなあと思っただけなんですけれど

ね。しばらくして、小学生で来てた子た

ちが、3、4年して中学生になったりし

て、相変わらず来てくれる子どもってい

うのは、結構、障害があったり、家庭の

事情があったり。障害も、重い障害だと

ちょっと無理なんですけど、軽い障害の

子が。全部じゃないですけど。「最初に

思ってた中学生のイメージと違うわ」っ

て言ったら、そのときのプレーワーカー

が「それは間違って思ってただけです」

って言われたけど。いろんな子がいる

し。逆に、外に居場所があって、外でし

なきゃいけないことがいっぱいある子

は、なかなか遊びに来れなくなるけれど

も、そうじゃない子が遊びに来てくれる

のかなというのは感じましたね。 

 

松村 今の、外とおっしゃるのは、プレ

ーパーク以外に。 

 

竹村 以外の場所ですね。例えば、学校

で成績が良くて受験をしなきゃいけない

とか。そういう子とかは、なかなか来る

暇がないですよね。 

 

松村 そうすると、学校とか塾、習い事

とか、部活とかに属していないような人

たち。 

 

竹村 のほうが来やすいみたいですね、

中学生ぐらい。 
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松村 すると、そういった子どもたちの

受け皿って言ったらちょっと変かもしれ

ないですけど、受け皿っていうか、居場

所になっていたところがある。 

 

竹村 それはあると思います。 

 

松村 そこは意図されてた？ 

 

竹村 最初は、そこまでは意図はしてい

なかったですけど。ただ、最初の頃に来

てた子たちでも、誰だったかな。夏休み

の朝一番に来てて、「どうしたの」って

言ったら、お母さんとけんかして飛び出

してきたんで、きょう、ここが休みだっ

たらどうしようかと思ってたっていう子

がいてね。その子はあんまり深刻な問題

のない子だったけど、そういう子でもや

っぱりそういうことがあるし。まして、

学校ではしょっちゅう、いじめられてる

とかね。軽い障害があったら大抵、そう

なるんですけれども。 

 

 

 

松村 そうすると、そういう子どもたち

の、駆け込み寺的な、一時的であれ、身

を置くとか、その中でプレーワーカーと

か違う大人が、自分を気に掛けてくれ

て、相談できるような場でもあるってい

うことですね。 

 

竹村 そういうことですね。ごく普通の

お母さんたちでも、これまた向き不向き

があって、中学生たちとすぐ仲良くなれ

るお母さんもいるし。お料理のすごく上

手なお母さんがいて、お母さんのほうも

いろいろなんだけれども。そういう意味

で、逆に、いろんな人が、いろんないい

ところがあるっていうことを、実感でき

るのがよい点だなと私自身が思いまし

た。他の所だと単一の尺度で測られるこ

とが多いけど、いろんなことができる人

がいて。 

 

松村 そういう場所に、不登校なり、ち

ょっと学校に居場所がないとか、家庭の

不和な子が、そういう子どもたちが来る

じゃないですか。そういうときに、学校

に行きなさいだとか。 

 

竹村 それはないです。それは言わない

というのは、よそを見学したりして、そ

れは言わないことにしようとは話してま

した。 

 

松村 悩み事とか困り事を向こうから相

談してきたら、ちょっと聞く程度の感じ

ですか。 

 

竹村 そうですね。向こうから言ってき

たら聞くけど、こっちからは詮索しな

い。 

 

松村 一番いいかもしれないですね。 
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竹村 だって、そうじゃなきゃ、こっち

だって困るし。本当に、障害があったり

して就職するのも難しいような子やなん

かは、子ども・若者相談センターに紹介

したり。 

 

松村 金山のですよね。 

 

竹村 そう。今、金山なのかな。前は栄

のほうだったんだけどね。まだ栄の頃だ

ったけど。それ以来、そこもずっとフォ

ローしてくれてるけど。私も、その子だ

けは、長い付き合いだから、月 1回ぐら

い、今でもお茶飲んでるけど。 

 

松村 そういう気になる子どもたちの情

報とか、プレーパーク、もしくは竹村さ

んたちスタッフの中で共有というか、何

かされているんですか。 

 

竹村 プレーワーカーには一応、共有し

ますが。人によっていろいろ。だから、

今どのくらい共有してるか分からないけ

れども、今は理事会で、昔は世話人会だ

ったんだけど、それだと、そういう話を

あんまりしないほうがいいかなっていう

人もいるしね。考え過ぎちゃうっていう

か、入れ込み過ぎちゃうかなとかいうこ

ともあるし。 

 

松村 難しいですね。学校的な指導をす

る場だと、多分、子どもも来づらいだろ

うし、そこまで子どもも求めてないかも

しれません。 

 

竹村 そうです。むしろ、そういうこと

がないから来られるんだと思います。 

 

松村 いい意味で、ほったらかす、過剰

に介入とか指導されないってことですよ

ね。 

 

竹村 そういうことです。ただ、ちょっ

と心配かなと思う子は、みんな気が付い

て見てる人が多いんだけどね。私なんか

は気が付かないほうだからね。夏なのに

いつも長袖着てるとかいうのを、気が付

く人は気が付いて、リストカットしてる

んじゃないかっていう。そういうのは私

は全然、気が付かないから、ずっと後で

聞いて、教えてもらったんだけどね。 

 

松村 でも、ちょうど 80 年代、90 年代っ

ていう、日本の学校の中でも、例えば、

校内暴力とか、いじめとか、虐待とか、

そういうことがどんどん社会問題になっ

た。その背景には核家族化とか、いろん

な日本の社会構造の変化もあると思うん

ですけど、そういった子どもたちの受け

皿になっていくような性格をプレーパー

クとしても強めていったのですか。 

 

竹村 強めていったわけではないです。

どんな子でも受け入れるという話で。不

登校の子とかも。 

 

松村 繰り返しになりますが、天白区

は、名古屋のその当時の歴史的な変化の

観点で言うと、新しい人たちがどんどん

外から入ってきたエリアだと思うんです

が。その中で、どちらかというと、孤立

してる家族だとか、ネグレクト的なママ
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とかもいる。そういう人たちも、ここに

来たりとか来なかったり。 

 

竹村 そうです。それは、何人かは間違

いなくいますし、そうじゃなくて、特に

何も言わない子は分からないけれども。 

 

松村 お母さん、お父さんっていう、保

護者とプレーパークの関係性ってどうな

んですか。 

 

竹村 乳幼児からお母さんが連れてきて

るところは大体、お母さんも気に入って

来るし、お父さんも誘って、土曜、日曜

やなんかのときに来るっていうのがあり

ます。ただ、要するに、ちっちゃい子、1

人で帰れない子、けんかして嫌だと思っ

ても、帰れない子を送っていくのは無理

だから、それはおいてったらそのまま迎

えに来るまでここにいるしかないけど。

それはそれでかわいそうだからと言っ

て、親には説明するんですけどね。自分

で帰れるとこの子だったら、けんかして

帰っちゃうっていう子は当然あるんだけ

れど。池に落ちてずぶぬれになった近く

の小さめの子を、送って行ったこともあ

りますが。 

 

松村 親同士のコミュニティーって、で

きたりするんですかね。というのも、名

古屋でも、特にこの地域は、外から移っ

てきた方たちが多いので。このプレーパ

ークの中で、お母さん同士のコミュニテ

ィーができたりとか、悩み事を相談した

りとかっていうのもあったりしたんです

か。 

 

竹村 乳幼児のグループ、今は森のひろ

ばだったかな、森のひろばでは、そうい

うのは多いです。ただ、前は 10 回がひと

まとまりで、お昼ご飯っていうか、おや

つっていうか、作る当番のグループは最

初のときに決めて、献立も自分たちで考

えて作ってもらったりしてたんだけど。

それで、10 回ずっと同じ顔で顔合わせす

るんで、割と仲良くなる人もいるし。難

しくなる人も絶対ないとは言えないです

けど。 

 

松村 プレーパークのほうで主催して、

そのまま交流会みたいな形っていうより

かは、そういう。 

 

竹村 だから、乳幼児の、今は森のひろ

ばか、森のひろばは一応、こちらがセッ

ティングして。10 回だけあれするけれど

も、その後、気に入った人が、ここの雰

囲気が好きっていう人は世話人やなんか

で残ることも。そうでなくても、幼稚園

が終わった後、遊びに来るとか、そうい

う形でつながっていくので。ただ、コロ

ナのときにやっぱり森のひろばが続けて

はなかなかできなくて、ばらばらにした

りしたもんだから、今どこまで続いてる

かよく分からないけれども。そうやっ

て、逆にスタッフはみんな、森のひろば

やなんかから、それから、幼稚園の後、

遊びに来たり、子どものために来てた人

たちが多いけど、中にはすごく気に入っ

て、その後、世話人になったりして。 

 

松村 森のひろばで、乳幼児は何をして

るんですか。 
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竹村 就園前の子どもたちだから、1、

2、3歳児ぐらい。中にはもっとゼロ歳か

ら来て、その辺のブルーシートの上で寝

転がしてたりするんだけど。 

 

松村 それはプレーパークとはまた別の

団体が近くでやっている。 

 

竹村 その分はプレーパークが主催し

て、募集して、それでやってるんですけ

れども。 

 

松村 竹村さんのところで、そういった

学齢期というか、子どもたちに。 

 

竹村 お知らせっていうか。それは別

に、そんなに大したお知らせするわけじ

ゃなく、掲示板に貼ってたり、せいぜい

幼稚園のお母さんの口コミだったりする

んですけどね、弟や妹が。最初の頃は、

近くの学校にお願いして、教室の後ろに

チラシを置いてもらったりしたけど。最

近は、インスタや HP ぐらいかな。学校で

のクチコミが一番大きいかな。 

 

松村 分かりました。あと、今、虐待と

か、発達障害とか、いじめとか、そうい

うケースが増えてきたっていうところ

で、関係機関と連携と人生の伴走者にな

るって、これ、どういうことですか。 

 

竹村 それは、これがどこまでできるか

は別なんだけれども、さっき言ったよう

な、軽い障害やなんかがあって、就職や

なんかがうまくいかなかったり、職場で

ストレスが多かったり、いろんなパニッ

クを起こしやすいような子たちなんです

けど。私たちから連絡を取っている人

も、そういう子が多いけれども。それは

両方とも女の子だからね。男の子だとま

た難しいんですよね。ちょっと違う難し

さがあるのかな。でも、公式でなく、い

ろんなつながりはそれぞれあります。 

 

松村 その関係機関は、子若センターの

ように、こっちからつないで相談する所

ですか。 

 

竹村 一緒に行って。親があんまりそう

いうことに熱心でないっていうか、障害

があることをあんまり認めたくないって

いうことがあるんだと思うんだけれど

も。だけど、普通にではちょっと難しい

かなというような場合は、長い付き合い

ができてるわけだから。だから、そうい

う付き合いのない人はなかなかできない

んだけど。 

 

松村 付き合いが長いと、やや踏み込ん

だ、ソーシャルワーク的なこともできな

くはないってこと。 

 

竹村 そうですね。あと、私たちでずっ

と仕事まで探すのは難しいので、子若に

一緒に連れてって。子若も前のところは

すごく人間関係を大事にして。ずっと向

こうも伴走してくれるんだけれども。私

も月に 1回ぐらい、向こう、彼女から電

話があったり連絡があったりすると、一

緒にお茶飲んで、おしゃべりしたりする

んだけど。そうすると、時々パニックを

起こしそうなときやなんかに、落ち着く

かなっていう程度です。その程度です、

できることなんて。 
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松村 いえ。そういう点で言うと、人生

の伴走者としての。 

 

竹村 そういうことなんですよね。 

 

松村 本当に子ども期だけではなくて、

その後の人生でつながっていくケースも

あるってことなんですね。 

 

竹村 そうですね。それは別にシステム

としてしっかりできてるわけではないけ

れども。 

 

松村 それぐらいの長い付き合いとか、

個人的信頼関係が深まっている場合に

は、そういうこともあるっていう。 

 

竹村 そういうことですよね。 

 

松村 例えば、虐待とかネグレクトと

か、さっきの長袖であれば虐待を疑うと

かリストカットっていうことは、スタッ

フさんたちも勉強とか研修をしている？ 

 

竹村 あんまりしてなくてね。だから、

私自身気が付いてなかったぐらいでね。

みんなに、気が付いてなかったの？って

叱られたんだけれども。 

 

松村 でも、本当に、より多様な子ども

たちの場所にもなっていったってことな

んですね。 

 

竹村 児相に相談したのは、羽根木でも

そうだったみたいですけれども、話を聞

くと。夜、帰る時間になっても帰りたが

らない。全然、いつまでたっても帰ろう

としないっていうような子が、時々ある

んですよね。そんなに深刻でなければ、

朝に喧嘩して鍵を持たずに家を飛び出し

て、まだお母さんが帰ってこないからっ

ていうのは。あまり夜遅く、ここに 1人

でいるのも危ないからっていうんで、住

宅まで送って行って、その子のお母さん

が帰ってくるまで待ったりしたことはあ

るんですけどね。冬の寒い時期とか、ち

ょっと心配で。エレベーターも前に変な

オジサンが乗ってきたので、怖かったと

か聞くとね。 

 あと、児相に通報したのは、やっぱ

り、夜、帰らないで。前の晩はそこで野

宿したとかって言うのでね。それで、そ

の子のときは、取りあえず、一晩、家に

泊めたんですけれどね。 

 

松村 お母さんが？ 

 

竹村 子どもが。小学校 6年生の子。そ

れはちょっとっていうんでね。 

 

松村 児童労働に当たりますね。 

 

竹村 そうなんです。でも、そのとき

は、一晩、家には泊めたけれども、それ

だと誘拐になっちゃうかもしれないって

言われてね、助言受けたら。それで、取

りあえず、その日はいったん帰したんだ

けど、今度、11 月頃にまた同じことがあ

って。この季節に外で寝るのは無理だか

らって言って、児相のほうに。 

 

松村 保護ってことですよね。 
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竹村 そのときのプレーワーカーが、弁

護士さんに相談して、保護してもらった

けど、でも、中 3になったら帰されたみ

たいで。卒業間近になるとね。 

 

松村 よくいわれる日本社会の変遷とし

ては、家庭の機能がどんどん弱っていく

中で、プレーパークであれ、違う所であ

れ、子どもたちもトー横キッズみたいな

ところになってるみたいなっていう。 

 

竹村 行き場所のない子がいるんですよ

ね。 

 

松村 そういうことはちょっと感じます

か、振り返ってみて。 

 

竹村 それはあると思います。増えてる

かどうかって聞かれると、それほど知ら

ないわけだけれども、結構な数います

よ。いろんな意味で、親と子の関係がう

まくいってないっていう。まあ、思春期

は、そういうもの、とも言えますが。 

 

松村 多分，プレーパークが、そういっ

た子どもたちの受け皿として、本来スタ

ートしたわけではないですよね。 

 

竹村 ではないです。でも，子どもの居

場所となるとは，そういうことも引き受

けるということです。 

 

松村 緑の中の自然とかっていうところ

ですけれども、結果として、そういう子

どもたちのセーフティーネットとしての

機能を、だんだん帯びてきているように

認識してます。 

 

竹村 それはありますね。要するに、子

どもたちがだんだん大きくなってくる

と、いろんなことを聞くことが多いし。

そして、うちの公園の中には、大変困っ

たおじさんたちがいて。若い子ども、女

の子だったら小学校 3年生ぐらいが狙わ

れたりするんだけど。男の子だと小６～

中学生くらい。自分たちのグループに引

き込もうという感じでしょうか。 

 

松村 変質者って意味でね。 

 

竹村 変質者っていうか、要するに、そ

の人自身も育つときに十分なケアがなか

ったっていうことかもしれないんだけど

ね。 

 

松村 今、ケアって言葉が出てきたの

で、それにひもづけて言うと、このプレ

ーパーク自体もケアの場ですかね。 

 

竹村 広い意味ではそうですね。要する

に、たまたま子どものそばにいた人だか

ら、何か問題があるんであれば、そんな

に過剰に勧誘はしないですけれども、言

いたくないことを聞き出したりはしない

けど、結構、聞いてると、ぽつぽつと、

いろんなことを話す子はいるんでね。特

に信頼されているプレーワーカーや大人

には。 

 

松村 一応、そういう子どもたちに耳を

傾けたり、寄り添うっていう意味では、

ケアのような機能もあるっていうところ

ですかね。 
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竹村 実際にはあると思います。 

 

松村 面白いですね。緑の中でのプレー

パークっていうところから、かなり時代

によって意味合いが変わってきて。 

 

竹村 時代によってっていうか、そうい

うことも含めては。そういう子たちを特

に選んでるわけでもないんでね。 

 

松村 結果として、そういった子どもた

ちも入ってくるっていうことですかね。 

 

竹村 それこそ、子どもたち、屋根に上

ってた子が突然、ぱっと伏せたんで、

「どうしたの」って言ったら、学校でい

じめるやつが公園の中に入ってきた。 

 

松村 逃げた。 

 

竹村 隠れたみたい。だから、要する

に、世間から離れてあるわけじゃないも

んだから。 

 

松村 そこは、ちょっと難しいですね。

学校とは違う人間関係とか関係性を求め

てくる子どもたちにとっては、学校、先

生が入ってくるなんて、多分、論外だと

思うんですけど。学校で、いじめっ子と

か、その中での関係性とかが、プレーパ

ークっていう場がその延長上みたいにな

ってしまうと、本来の機能ではない気が

するので。 

 

竹村 本来の機能とかっていうこともな

いような気がしてね。要するに、子ども

食堂だって、子どもにご飯を食べさせ、

取りあえず、飢えないようにするってこ

とは大事だけど、それだけじゃなくて、

子どもがそこで話して大丈夫な大人って

いうのと出会えるっていうことが、大事

なのかなっていうふうには思うのでね。 

 

松村 でも、そういう頼られる大人が、

プレーパークの場合は、プレーワーカー

とか、竹村さんみたいな。 

 

竹村 ごく普通のお母さんたちでも、話

せる相手は向こうが選ぶので。 

 

松村 その中に、なおかつ、地域のおじ

いちゃんだとかが、ちょっと入ってくる

わけですよね。あんまり、お話聞いたり

はしないかもしれないけど、物を作った

りとか、貢献というか、してくれるわけ

ですよね。 

 

竹村 こっちも別に、そういうとこに何

かを期待してあれするわけじゃないけ

ど、できる人はものすごく上手だしね。

中には元大工さんだった人が、カブトム

シかなんかを竹や木の、木っ端で作っ

て、「これ売っていいかな」って言われ

て、うーんって悩んだけど。人の少ない

ときには、戦争体験を聞かせてもらった

こともあります。フィリピンでの体験と

か、広島での被爆死者の遺体焼却作業と

か。 

 

松村 でも、子どもだけじゃなくて、い

ろんな人たちが社会とつながり、自分の

強みとかを発揮できる場って、すごくい

いですね。しかし、そういう場ってあん

まりないですね。 
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竹村 私もそういうの、いいなと思って

ね。別にそれは、そうしようと思ってし

たわけじゃなくてね。 

 

松村 リタイアされた方とかが、自分の

強みとかを気軽に発揮できる場所って、

プレーパーク以外で、子ども食堂ぐらい

しか、今のところないかもしれないです

ね。 

 

竹村 そうかもしれないですね。分かん

ないけど。目的別に行政やなんかがやる

場合は、対象を限定することが多くなる

から。 

 

松村 分かりました。次の質問ですが、

このインタビューの一つの大きな目的な

のですけれども、行政への要望、不満、

期待、その他もろもろ。もしありました

ら、お願いします。 

 

竹村 場所については、すごくいろいろ

配慮していただき、いいんですけれど

も。一番困ってるのが、プレーワーカー

の人件費なんです。これは本当だった

ら、1カ所のプレーパークに 2人はいない

と本当は回っていかないのを、今はボラ

ンティアのお母さんたちや常連の青年た

ちが、何とかフォローしてるんだけど、

その生活がわれわれの頃よりちょっと厳

しくなってきてるかなという気がして

ね。プレーワーカーのほうも、ボランテ

ィアのお母さんたちのほうもね。そうい

う意味では、いろんな子どもたちの要望

に応えるためには、2人ぐらいのワーカー

を安定して雇用したいのだけど、はっき

り言って、もう 1人分の給料にも足りな

いので。 

 

松村 ここにも書いてました。冗談っぽ

く、男性プレーワーカーが寿退社をせざ

るを得ないっていう。そういう待遇とい

うか、そういう現実もあるわけですね。

名古屋市からは、年間 6万しか補助がな

い。 

 

竹村 これ年間ですからね、間違えない

でくださいね。 

 

松村 年間ですか。 

 

竹村 これは確か、要するに、緑政のほ

うから出てる分だと思います。道具代だ

とか。緑政土木って、要するに公園の管

理者のほうですね。そちらのほうは割と

最初から協力的だったんだけれども、子

ども青少年局のほうが。その辺が私たち

の根回しも悪かったんでしょうけれど

も。 

 

松村 でも、今、お話聞いてると、本当

に単に子どもと遊ぶだけじゃなくて、虐

待とかネグレクトとか、そういう子ども

たちの受け皿になってるっていうのは、

すごく行政課題じゃないですか、これは

もはや。 

 

竹村 そうなんです。 

 

松村 なんだけれども、そこに対する補

填がないってことですね、今。 
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竹村 そういうことなんです。だから、

費用対効果から言えば、決して悪い話で

はないと思うんですけどね。 

 

松村 ここら辺の機能があることを、私

自身も初めて知りました。 

 

竹村 それは大変、残念です。私たちが

あんまり効果的に広報してない。 

 

松村 いえ。だから、こういうところ

を、このインタビューもそうですけど、

そういうのをもっと発信する機会があっ

てもいいかもしれないです。もう発信さ

れてるとは思いますけれども。 

 

竹村 してないわけではないけれども、

やっぱり難しいところがあってね。多

分、行政のプレゼンみたいなときにはし

てると思うんですけれども、必ず。普通

のお母さんに対しては、なかなか難し

い。熱心に来てくれるお母さんの中に

も、要するに、不登校の子の「晴れた日

は学校を休んで」を始めるっていうとき

に、プレーパークはそういう子のための

所だっていうふうに受け止められると困

るっていう意見の人も。 

 

松村 子ども食堂を利用する子どもは、

貧乏と見られるのと同じような、そうい

うスティグマですよね。 

 

竹村 そんな感じですね。そういうとこ

ろで難しいんですよね。 

 

松村 でも、少なくとも行政に対して

は、こういう大きな機能を果たしてるっ

てことを、もっと行政に伝えて、しかる

べき補填というか、助成金とかをいただ

く必要があるのでは。こういう場が、も

しもなくなってしまったら、この子ども

たちって、本当にどうなってしまうとか

っていうのありますよね。 

 

竹村 っていうほど、そんなにみんなを

救えてるかっていうと、なかなか難しい

ところなんですけどね。他のことはとも

かくとして、一番困ってるのは人件費な

んです。大して収入なくても働いてもい

いよっていう人が減ってきている、特に

若い人でね。まだ 1970 年代生まれぐらい

までは結構、そういう若い子が多かった

ような気がするけど。多分、今は厳しい

かなと思うけど、いないわけじゃないん

ですけどね。ただ、自分の子どもを育て

るようにはいかないという悩み等、いろ

いろなんですけれどね。 

 

松村 リタイアした人たちは、時間ある

と思うんですけど、そういう人たちは、

プレーワーカーじゃないですもんね。 

 

竹村 全員が違うわけでもないんですけ

どね。この間、瑞穂の生涯学習センター

でずっといろいろやってきた大工さんの

おじいさんが、小屋づくりのワークショ

ップがあるっていうときに来てくれたら

しいんですけれども。その人なんかは本

当に子どもの言うことをちゃんと聞い

て、上手に受け止めてたって言ってたか

らね。ただ、逆に、それこそ年金だけじ

ゃ足りないから、もうちょっと収入が欲

しいっていう人の場合は、必ずしも、そ

ういうゆとりがないときが多くて。
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時々、あっというようなことがあって

ね。 

 

松村 確かに、そうですよね。 

 

竹村 それと、教えたい人も多いしね、

年配の人だと。プレーリーダー募集でや

ってきたときに、そういう人もいたし。

悪意はないんですけどね。本人はすごく

善意なんだけれども。子どもたちに伝え

ていきたい文化を持っているので。 

 

松村 ちょっと合わないっていうかね。 

 

竹村 ちょっと違うかなっていう感じが

あってね。子どもから子どもに、文化が

伝わっていく場になるといいと思うし，

少しずつ、そうなっていってるとは思う

ので。 

 

松村 指導が加わったとき、子どもが来

なくなるようなことが、起こらなければ

いいですね。 

 

竹村 その辺がね。もしかしたら、大丈

夫な人がいるかもしれないけどっていう

感じ。かなり経験のある、民間の児童館

でずっと長くやってたっていう人も来て

ね。そのときは逆に、若くてちょっと楽

しみな人がいたもんだから、お断りしち

ゃったんだけどね。ていうのは、どう考

えてみても 1人以上は雇えないんでね。

本当は 2人、採れるんだったら採っても

いいぐらいだなと思ったんだけれども。

そうすると、やっぱり若い人のほうがい

いかなっていう感じでね。子どもに近い

っていう意味でね。本当はそういう経験

のある人も一緒にやってくれると、それ

こそ、いろんな問題を抱えた子やなんか

の対応も。そのときはまだ割と大人のス

タッフばっかりだったときだったんで、

どちらかといえば若い人を、自分たちに

足りない若さを求めちゃったんですけど

ね。そこは難しいところなんですけど

ね。 

 

松村 分かりました。じゃあ、一応、予

定していた最後の質問に入っていきます

けど。少し抽象的で恐縮なんですが、こ

れから日本社会、また人口減ったりだと

かして、どんどん厳しいこともいわれて

ますけども、子どもや子育て支援とかに

取り組んでいらっしゃる方々への期待と

か、メッセージ的なものをいただけると

ありがたいですが。 

 

竹村 いろんな人が、いろんな所で、い

い活動をされているので、ぜひエールを

送りたいとは思いますが、こちらも本当

に自分のところで、あっぷあっぷしてい

るんで。 

 

松村 社会からのエールがまだ足りな

い。 

 

竹村 そうですね。ただ、困っている人

のそばに、話を聞いてくれる大人がいっ

ぱいいてほしい。 

 

松村 行政からのお金が十分でないって

ことは、わかりました。他にも、子育て

の社会化とかっていわれてて、社会全体

で支えようってことが、スローガンとし

ては言われてます。でも、プレーパーク
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とかの実態とかをお伺いすると、それほ

ど温かくない印象を受けますが。 

 

竹村 そういうことではないんだけど、

どちらかというと子どもを預かってほし

いということのほうが、子育て支援でも

出てきて、強いので、そこがちょっと残

念かなっていう気はしますけどね。もち

ろん、仕事をするから預かってほしい人

がいるのは分かるんで。ただ、それはも

うちょっと、最初の頃の学童保育とかそ

ういったものは、親も一緒に育てていこ

うっていうか。実はお金もなくて大変だ

ったからなのかもしれないんだけど。何

もないとこから始めてたせいもあるかも

しれないけれども。そういう感じじゃな

くて、子どもをしっかりと管理してほし

いっていうか、それこそ監視カメラを付

けてほしいというような声も出たりする

っていう話を聞くとね。 

 あるいは、いつからでも、臨時の預か

りでも何でも一緒にしますっていうと、

家族みたいに暮らしているはずの所に不

定期にいろんな子が交じってくるってい

うのが、それはそれで保育方針とかそう

いうので大変なんじゃないかなと思った

りすることはあるんですよね。だから、

子どもにとって一番いい形は何なのかな

って思うんですよね。子どもは荷物では

ないので、預けて事故さえなければいい

というふうだと、それは違うし。一生懸

命、保育してる人たちにとっても、なか

なかつらいところがあるかなっていう気

がして。それは一概には言えないので。

でも、もうちょっと子ども中心の視点

で。それは、それこそ行政に言うべきこ

となのかもしれないけれども。  

 

松村 さっき、親も一緒に育てていこう

っていうのは、親を育てるのではなく

て、スタッフと親と子どもがみんなで一

緒に楽しんでいこうっていう趣旨ですよ

ね。 

 

竹村 そうですね。私も一緒に子育てす

る中で、育てられたという実感がありま

すので。子どもの成長を実感できて、楽

しい、心地よいという場じゃないと来続

けられませんから。 

 

松村 その点で言うと、今、確かに、共

働き世帯、子どもの 1歳を待たずに復帰

する人が増えている中で、親と子どもが

一緒に遊び、共通の経験とかをするって

いう機会は、時代の趨勢かもしれません

けれども、減ってるのは事実であって。

そのことに対する懸念じゃないけど、思

うところはありますかね。 

 

竹村 働きたいっていうことは当然なん

だけど、逆に今それほど安心して、働き

ながら子育てできるっていう安心感がな

いから、子どもは生まれないのかなとい

う気はするんですけどね。だから、どっ

ちを取るかっていう話になってしまった

ら、みんな悩むよなと思ってね。 

 

松村 確かに、そうですね。そこは非常

に難しいですね。お母さんが本当に働き

たい、自分のキャリアとかでしたいこと

があるので、どうしても預けて。すぐ早

期復帰だったらいいけど、例えば、旦那

さんの収入も減っている中で、もしく

は、ひとり親とかシングルマザーで。 
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竹村 働かざるを得ない人は、いっぱい

いるんでね。 

 

松村 そういう人たちが、本当は子ども

と一緒に時間を過ごしたいけど、働かざ

るを得ないので、もう 1歳待たずに、す

ぐ預けてみたいな感じだと、親にとって

も子どもにとっても不幸な感じがします

ね。 

 

竹村 その辺は、私のような年寄りがい

ろいろ言うと、あれかなという気もし

て。大体うちは子どもが 2人とも結婚も

しないで、貧乏生活してるからあんまり

言えないんだけれども。その辺は、本当

は、みんなはどう考えてるのかなってい

うのは関心がありますけどね。 

 

松村 プレーパークは、私の勝手なイメ

ージだと、専業主婦の方の子どもが活用

しているイメージなんですけど、そうい

うイメージで合ってますかね。 

 

竹村 乳幼児で来るのは、それは専業主

婦、または、育休中じゃないと来られな

いんですよね、森のひろばなんかの場合

は。そういう人たちが結局スタッフとし

て残ってくれることは確かなんだけれど

も、来る子どもたちは、逆にうちの場合

は、小学生とか 5、6歳ぐらいが多いか

な。3～4歳でも、近くて１人で遊びに来

る子もいるけど、そういう子は、こちら

も注意して見ています。子どもが 1人で

来られる子に関しては、別に親と一緒で

なきゃいけないということはないし、基

本的にはお金も取らない。平日の午後、

特に、家庭訪問や面談の週は、子どもだ

けで来ることが圧倒的です。日頃は、子

どもたちは「おけいこ」や塾で忙しすぎ

るのです。テスト週間なんて、常連の子

どもたちばっかりです。だから、行事み

たいな、イベントみたいなときは一応、

みんな、子ども幾らで取ってるものを、

その子だけ取らないっていうのも難しい

かなっていうのがあってね。鍋洗ってと

かいう話のときもあるんだけど。 

 

松村 働いて、みたいな。 

 

竹村 それがいいのかどうかはちょっと

分かんないけど。ただ、私が「あんたは

タダでいいよ」と言える筋でもないから

ね。皆の参加費で食べ物を持ち寄って、

つくって食べるイベントだとね。子ども

は 100 円ぐらいだけど。いっそ子どもは

タダにしようかという話も聞いたから、

変わるかも。 

 

松村 取りあえず、今は専業主婦とか全

然関係なく、いろんな子どもたちが使っ

てるってことですもんね。 

 

竹村 確かに、人手は専業主婦だった人

に頼ってますね。でも、それでも、ずっ

と専業主婦の人っていうのもいなくて

ね。これが仕事と思ってくれるか、少し

ずつライフステージっていうのが変わる

もんですからね。そして、社会も優秀な

人材を必要としていますから。 

 

松村 子育てしやすい社会にするため

に、多分、いろんな論点とか考え方があ

るとは思うんですけど、竹村さん自身の
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プレーパークでの貴重な経験を踏まえる

と、今、どんなことを考えられますか。 

 

竹村 難しいですね。 

 

松村 すみません，抽象的な質問で。 

 

竹村 本田由紀さんが、『家庭教育の隘

路』の中で語っていたのは、国によって

は、放課後とか、どこでも、ほとんどた

だで遊べるような所がいろいろあって。

だから、何を習わせなきゃいけないかと

か、そういうことをあんまり考えない

で。それは考え方次第なのかもしれない

けど。でも、仕事していても、子どもた

ちがどこで何をして遊んでたにしても、

心配のない状態っていうのが。あるい

は、習い事も含めてね。そういう所があ

れば、子育ては随分、楽になるんだけ

ど。プレーパークもその選択肢の一つと

してあればいいかと。 

 

松村 それはいいですけど。産んだら終

わり、1歳になったら終わりじゃなくて、

育児と自分のキャリアを両立させていく

中で、いろいろ心配事が今たくさん、あ

まりにあり過ぎるかもしれないですもん

ね。 

 

竹村 でも、思ったほど心配することは

ないような気はするんだけどね。ただ、

貧困やなんかの格差とか、いろんなこと

が、あるいは、逆に教育虐待みたいな、

そういうことが子どもたちに圧力になっ

てるような気はするんでね。むしろ、そ

ういうことをなくせば、もっと気楽に子

どもたちが育っていけるんじゃないの

か。ある程度大きくなったら、子ども、

ある程度っていうか、赤ちゃんのときか

ら、子どもは自分の力で育っていくとこ

ろは大きいのでね。子どもの育つ力って

いうのが信じられると、随分いいんだろ

うけども。いろんなことから守らなけれ

ばとか、「よりよい人生」のために、親

がいろいろ選んで、お金をかけなくては

とか。それがあんまり過剰だと、逆に、

親子の距離感がつかめなくなっちゃう親

が結構多いかなっていう気もするので。 

 

松村 過保護じゃないけども、子どもが

本来持ってる自分で育っていく力みたい

なのを、過剰に介入することで、ちょっ

と。 

 

竹村 それで毒親と呼ばれるような結果

になるのかなという気はするんだけど

ね。 

 

松村 そうすると、子育てしやすい社会

ってことで今お聞きしてますけど、単に

いろんな制度とかが充実とか云々ってこ

とも重要だけど。 

 

竹村 それはそれでいいんですけど。大

事なことだから。特に、高等教育の無償

化とか、若い人の労働条件とか，将来に

不安を持たずにすむような社会ですね。 

 

松村 子どもとお母さんとの、お父さん

もそうですけど、親子との関係性だと

か、距離だとか、近さとかっていうこと

も、今すごくいろんなものがある中で、

つかみづらい感じですか。 
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竹村 じゃないかなという気がするんだ

けれどもね。親ももうちょっと、お母さ

んももうちょっと、自分のやりたいこと

をやって、生きたいように生きたらいい

と思うんだけど。どの選択肢が正解とい

うのではないから、人生は長いんだし、

20 年単位で考えれば、3 回ぐらいチャレ

ンジできるのでは。 

 

松村 日本のお母さん、本当に忙しく

て、時間もないって中で。 

 

竹村 頑張っちゃってね。 

 

松村 そういう疲弊、疲弊って言っちゃ

語弊ありますけど、そういうお母さん、

あっぷあっぷしてる今の現役の子育てマ

マとかを見てると、今の学生とかは結婚

とか出産に躊躇するのも、気持ちは分か

らなくもない。 

 

竹村 多分、今の若い女の人は大変悩ん

でるんじゃないかと思いますね。 

 

松村 昔みたいに、結婚、出産みたい

な、そういう一つのライフコースではな

くて、あまりにも、もちろん望ましいこ

となんだけれども、複線化し過ぎてい

て、果たしてどれが何か分からないし。

それぞれのコースで、コースっていう

か、その生き方で気を付けなければなら

ないことだとか、障害とかある中で。 

 

竹村 違うでしょうね、いろいろ。で

も、お母さんたちも、自分のやりたいこ

とを選んで、後悔せず生きられるよう

に、社会が援助しなければ、子どもが生

まれず、滅びますよね。 

 

松村 難しいですね。ここまでとさせて

いただきます。本日は、貴重なお話を、

ありがとうございました。 

 

(了) 
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